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彙

報

史 窓

一
九
九
九
年
度
　
学
会
行
事

新
入
生
歓
迎
会

　
　
四
月
六
日

(火
)

新

入

生

オ

リ

エ

ン
テ

ー

シ

ョ

ン

　
新

入
生
と

の
初
め
て
の
ご
対
面
。
今
年

は
学
会
委
員

二
年

目

の
私

た
ち
、
四
回
生
の
先
輩
が

い
な

い
ま

ま
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。
頼
り

に
な
る

の
は
自
分
た
ち

の
経
験
だ
け
。
昨
年

の

記
憶
を
た
ど
り
な
が
ら
準
備

を
進

め
ま
し
た
。

　
さ
て
当
日
。

二
年
目

の
貫
禄
を
少
し
覗
か
せ
た
委
員
長

の

挨
拶

に
続

い
て
各
委
員

の
自

己
紹
介

で
す
。
人
前

で
話
す

こ

と

に
は
幾
ら
か
慣
れ
た
は
ず

な
の
に
、

い
ざ

自
分

た
ち
を
見

つ
め
る
新
入
生
達

の
視
線

に
ぶ

つ
か
る
と
緊
張
し
て
し
ま

っ

て
、
変
な
挨
拶

に
な

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
バ

ス
ツ
ア
ー
の

お
知
ら
せ
な
ど
を
伝
え
た
後
は
毎
年
恒
例

の
質

問
タ
イ
ム

へ

と
突
入

で
す
。

　
今
年
も
彼
女
達
か
ら
の
質
問
は
多
種
多

様

を

極

め

て

い

て
、
私

た
ち
は
教
室

中
を
出
来
る
限
り
走
り
回
り
そ
れ
ら

に

応
え
ま
し
た
。
昨
年
も
思

っ
た

こ
と
で
す
が
、
応
え
方
が

不

充
分
で

こ
ち
ら

の
言

い
た

い
こ
と
を

伝

え

ら

れ

な

か

っ
た

り
、
質
問

の
内
容
を
取
り
違
え

て
い
る

こ
と
も
あ

っ
た

こ
と

と
思

い
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く

お
詑
び

い
た
し

ま
す
。

春

の
新

歓

バ

ス

ツ
ア

ー

　
　
四
月
十
五
躍

(
木
)

　
　
　

　
　
　

薪
入
生
歓
迎
バ

ス
ッ
ア
ー

ぎ

大
原
三
千
院

　
学
会
員

に
と

っ
て
も

一
回
生
に
と

っ
て
も
春

の
メ
イ

ン
イ

ベ

ン
ト
で
あ
る
こ
の

『
新
歓
バ

ス
ッ
ア
…
』
。

前

日
ま
で
に

各
自
が
役
割
分

担
し
て
準
備
を
す

ま
せ
ま
し
た
。

　
当

B
二
限
終
了
後

の
昼
休
み
、
B
五
〇
四
教
室

に
お
い
て

先
生
方
を
交
え
て
の
昼
食
会
を
開
き
ま

し
た
。
新

入
生

一
人

ひ
と
り
を
名
簿

で
確
認

し
な
が
ら
、
お
弁
当
と
お
茶

を
配
り

ま
す
。
単
純
な
作
業

に
思
え
ま
す
が
実

は
け

っ
こ
う
大
変
な

の
で
す
。
最
初
は
ま
ば
ら
だ

っ
た
新

入
生
達
も
時
間
が
経

つ

に
つ
れ
ぞ
く
ぞ
く
と
集
ま

っ
て
き
ま
す
。
入

口
に
は
長
蛇

の

列
が
…
…
。
そ
れ
を
な
ん
と
か
乗
り
切

る
と
、
頃
合

を
見
計

ら

っ
て
瀧
浪
先
生

に
三
千

院
の
解
説

・
見
所

の
説
明
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　
次

に
大
変

な
の
が
バ

ス

へ
の
移
動
。
や

っ
ば
り
手
間
取

っ

て
い
ま

い
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
バ

ス
三
台

は
洛
北

・
三
千

院

へ
と
出
発
し
ま
し
た
。
大
学
か
ら
目
的
地

ま
で
は
約
四
十

分

ほ
ど

か
か
り
ま
す
。
バ

ス
の
中
で
は
さ

っ
そ
く
自
己
紹

介

が
始

ま
り
ま
し
た
。
意
外

な
共
通
点
を
見

つ
け
て
は
盛
り
上

が
る
場
面
も
あ

っ
た
り
し
て
、
そ

の
場

の
雰
囲
気

は
終
始
な

ご
や
か
な
も

の
で
し
た
。

　

あ

っ
と

い
う
間

に
三
千

院
に
到
着
。
と

い

っ
て
も
駐
車
場

か
ら
当
の
三
千
院
ま

で
は
坂
道

を
登

っ
て
い
か
な
く

て
は
な

り
ま
せ
ん
。
先
生
方
を
含
め
総
勢
約

一
五
〇
名
は
ぞ
ろ
ぞ
ろ

と
歩
き
出
し
ま
し
た
。

　

花
曇
り

の
中

、
土
産
物
店
を
横

目
に
道

に
沿

っ
て
流
れ

る

小
川

の
せ
せ
ら
ぎ

に
耳
を
傾
け
た
り
、
春

の
草
花
を
眺
め

つ

つ
、

よ
う
や
く
三
千
院

に
着
き
ま
し
た
。
寺
院
を
拝
観

し
た

後

は
、
集
合
時
間
ま
で
各
自
自
由
に
過

ご
し
て
い
た
よ
う
で

す
。
私

た
ち
は
帰

り
道

に
土
産
物
店
に
売

っ
て
い
た
古
代

の

赤
米

を
使

っ
た
米
菓

子
を
買

い
ま
し
た
。
け

っ
こ
う
美
味
し

か

っ
た
で
す
よ
。

　

楽

し

い
時
間
は
す
ぐ
に
過
ぎ

て
し
ま

い
ま
す
。
全
員
そ
ろ

っ
て

い
る
か
と
点
呼
を
と
る
と

さ
あ
大
変

で
す

!
人
数
が
足

り
ま
せ
ん
。
問
題
は
す
ぐ
に
解
決
し
ま
し
た
が

、
毎
回
バ

ス

ツ
ア
ー
で
大
変

な
の
は
弁
当
配

り
と

こ
の
点
呼
確
認
だ
と
思

い
知
ら
さ
れ

た
学
会
委
員

た
ち
で
し
た
。
全
員

揃

っ
た
と

こ

ろ

で
パ

ス
は
帰
路

の
道
を
走
り
ま
す
。
午
後

五
時
半
過
ぎ
、

全
員
無
事
に
帰

っ
て
く
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
平
安
観
光

の
田
村
さ
ん
、
今
回
も

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

春
季
公
開
講
座

　
　
五
月
二
十
八
日

(金
)

近
世
の
た
び
ー
行
路
難
民
の
救
済
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
学
教
授
　
柴
田
　
純
氏

ド
イ
ツ
・
エ
リ
ー
ト
の
教
育
社
会
史

　
　
　
　
-
資
格
社
会
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

伺
志
社
大
学
教
授
　
望
田
　
幸
男
託

卒
業
論
文
中
間
発
表

　
日
本
史
専
攻
　
十
月
二
十
日

(水
)
～
二
十
二
日

(金
)

　
東
洋
史
専
攻
　
十
月
十
二
日

(火
)、
十
四
日

(木
)

　
西
洋
史
専
攻
　
十
月
十
四
日

(木
)、
十
五
日

(金
)

秋
季
公
開
講
座

　
　
十
一
月
十
八
日

(木
)

シ
リ
ア
都
市
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
学
助
教
授

谷
口

京
都
の
遺
跡
と
文
化
財
保
護

　
　
　
　
京
都
市
埋
蔵
財
文
化
セ
ン
タ
ー
副
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
川

淳

一
氏

敏
夫
氏

脚
回

生

親

睦

会

　
　
十

二
月

二
日

(木
)

　

一
回
生
と
先
生
方
と

の
交
流

を
は
か
る
と
と
も

に
来
年
度

の
専
攻
分
け

に

つ
い
て

の
質
問
会

を
か
ね
た
親

睦
会
が
昼
休

み

に
行
わ
れ

ま
し
た
。
す

で
に
専
攻
を
決
め
て

い
る
の
か
黙

黙
と
お
弁
当

を
食

べ
て
い
る
人

も

い
れ
ば
、
先

生
方
の
お
話

を
熱
心

に
聞
い
て
い
る
人
も

い
ま
し
た
。

　
短

い
時
間
で
し
た
が
、
充
実
し
た
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し

た
。

卒
業
生
予
餞
会

　
　
十
二
月
二
十
日

(月
)

　
卒
業
生
と
先
生
方
が

一
同
に
会
し
、
毎
年
恒
例
の
予
餞
会

が
和
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
卒
業
論
文
と
い
う
最
終
最
大

の
課
題
を
無
事
に
終
え
ら
れ
た
先
輩
方
の
清
々
と
し
た
笑
顔

が
印
象
的
で
し
た
。

早
春
の
学
会
旅
行

　
　
三
月
二
十
二
日

(水
)、
二
十
三
隅

(木
)

　
琴
平
温
泉
を
メ
イ
ン
と
し
た
四
国
方
面
の
旅
を
企
画
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(早
川
　
夕
香
)
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史 窓

脚
九
九
九
年
度
　
史
学
科
講
議
題
目

　
史
学
科
共
通

講
義

　
史
学
概
論

(前
・
後
期
)　
　
　
常
松
教
授
・柴
田
教
授

　
日
本
史
概
論
　
　
瀧
浪
教
授
・中
山
教
授
・
坂
口
助
教
授

　
東
洋
史
概
論
　
　
　
　
　
　
　
　植
松
教
授
・檀
上
教
授

　
西
洋
史
概
論
　
　
　
藤
縄
教
授
・
古
賀
教
授
・
常
松
教
授

孝
古
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
根
講
師

民
俗
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
井
講
師

　
歴
史
地
理
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
教
授

　
日
本
美
術
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　河
上
講
師

　
東
洋
美
術
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
上
講
師

　
西
洋
美
術
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
宕
講
師

講
読

　
漢
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
講
師

　
日
本
史
専
攻

特
講

　
古
代
都
市
論
i
平
安
京
か
ら
京
都
ヘ
ー
　
　
　
瀧
浪
教
授

　
中
世
人
の
意
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
本
教
授

　
近
世

・
近
代
地
主
制
史
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
中
山
教
授

　
新
し
い
文
化
史
と
し
て
の
移
民
史
の
研
究
　
坂
口
助
教
授

　
近
世
武
士
の
行
動
と
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　柴
田
教
授

　
京
都
の
文
化
と
芸
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
路
講
師

講
読

　
日
本
史
講
読
-
　
　
　
　
　
　
中
由
教
授

・
坂
口
助
教
授

　
礒
本
史
講
読
H
　
　
瀧
浪
教
授

・
稲
本
教
授

・
佐
藤
講
師

演
習

　
日
本
史
演
習
-

　
　
　

瀧
浪

・
稲
本

・
中
山

・
柴
田
教
授

・
坂
口
助
教
授

　
日
本
史
演
習
嚢

　
　
　

瀧
浪

・
稲
本

・
中
山

・
柴
田
教
授

・
坂
口
助
教
授

　
東
洋
史
専
攻

特
講

　
中
国
史
に
お
け
る
近
世
と
征
服
王
朝
論
　
　
　
植
松
教
授

　
古
代
東
北
ア
ジ
ア
史
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
田
中
講
師

　
ユ
ー
ラ
シ
ア
民
族
文
化
史
　
　
　
　
　
　
　谷
口
助
教
将

　
中
国
宋
代
都
城
史
研
究
i

『清
明
上
河
図
』

　
　
の
世
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
田
講
師

　
中
国
古
代
官
僚
制
度
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
永
田
教
授

　
中
国
法
制
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
谷
講
師

講
読

　
東
洋
史
講
読
1

(国
史
旧
聞
)　
　
　
　
　
　

檀
上
教
授

　
　
　
　
　
　
　

(史
記
)　
　
　
　
　
　
　
　
角
谷
講
師

　
東
洋
史
講
読
丑

(柴
山
大
全
集
)　
　
　
　
　
植
松
教
授

　
　
　
　
　
　
　
(通
鑑
紀
事
本
末
)　
　
　
　
藤
田
講
師

　
東
洋
史
講
読
皿

(廿
二
史
剳
記
)　
　
　
　
　

永
田
教
授

　
　
　
　
　
　
　
(中
国
現
代
文
献
選
読
)　
　

檀
上
教
授

演
習東

洋
史
演
習
夏

　
　
　
　
　
　

永
田
・
植
松

・
檀
上
教
授
・
谷
口
助
教
授

東
洋
史
演
習
-

　
　
　
　
　
　

永
田
・
植
松

・
檀
上
教
授

・
谷
口
助
教
授

　
西
洋
史
専
攻

特
講

　
ア
メ
リ
カ
大
衆
消
費
社
会
　
　
　
　
　
　
　
　
常
松
教
授

　
古
代
ギ
リ
シ
ア
史
概
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
縄
教
授

　
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
衰
亡
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　井
上
講
師

　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
宗
教
改
革
と
国
家
　
　
　
　渡
邊
講
師

　
イ
ギ
リ
ス
の
帝
国
と
科
学
　
　
　
　
　
　
　
　
川
島
講
師

　
バ
ル
ヵ
ン
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
菓
西
文
化
交
流
　
中
村
教
授

講
読

　
西
洋
史
講
読
-
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
賀
教
授

　
西
洋
史
講
読
鉦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
講
師

　
西
洋
史
講
読
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
講
師

演
習

　
西
洋
史
演
習
-
　
　
　
　
　
　
藤
縄

・
古
賀

・
常
松
教
授

　
西
洋
史
演
習
矼
　
　
　
　
　
　
藤
縄

・
古
賀

・
常
松
教
授

一
九
九

九
年

度
　

卒
業

論
文

題
目

　
　

日
本
史
専
攻

赤
川
　
典
子
　
鎌
足
の
嫡
男

・
定
恵

荒
木
　
千
佳
　
明
治
の
「女
学
生
」
イ
メ
ー
ジ
ー
明
治
後
期

　
　
　
　
　
　
　
の
メ
デ
ィ
ア
に
見
る
1

石
川
恵
利
奈
　
源
茂
物
語
の
歴
史
的
背
景

　
　
　
　
　
　
　
i
紫
式
部
の
生
涯
ー

石
黒
　
博
子
　
藤
原
内
麻
呂
に
関
す
る

一考
察

磯
村
　
仁
美
　
兵
の
要
素

・
発
農
な
ど
か
ら
み
る

「武
士
の

　
　
　
　
　
　
　
お
こ
り
」

井
上
加
奈
子
　
幕
末
期
に
お
け
る
会
津
藩
に
つ
い
て

伊
来
　
梨
恵
　
北
条
政
子
-
政
子
の
立
場
の
変
遷
か
ら
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
役
割
を
見
る
ー

岩
見
由
比
子
　
北
条
泰
時
の
政
治
政
策

内
田
　
智
子
　
天
武
朝
の
皇
子

・
皇
女

浦
霧
由
美
子
　
伊
万
里
焼
と
鍋
島
藩

大
久
保
友
美
　
近
世
初
期
の
京
都
の
町
運
営

太
田
　
尋
子
　
享
保
の
飢
饉
-
福
岡
藩
に
つ
い
て
1

岡
田
　
美
穂
　
湯
殿
山
の
即
身
仏
信
仰
に
つ
い
て

加
賀

景
子

長
岡
京
は
仮
の
都
だ
っ
た
の
か

加
藤
　
悦
子
　
明
治
初
期
に
お
け
る
旧
幕
臣
ー
新
政
府
官
僚

　
　
　
　
　
　
　
を
中
心
と
し
て
1

國
武
さ
と
み

鉄
舟
の
活
躍
-
江
戸
城
無
血
開
城
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
て
1

小
林
　
里
沙
　
開
国
i
英
仏
の
対
日
外
交
政
策
の
比
較
を
中

　
　
　
　
　
　
　
心
に
…

相
良
　
　
恵
　
平
安
京
に
み
る
人
々
の
交
わ
り

佐
竹
　
朋
子
　
文
久
の
修
陵
に
つ
い
て

佐
藤
　
知
子
　
日
本
人
か
ら
見
た
ア
ジ
ァ

高
橋
ひ
ろ
み
　
天
平
寺
院
の
尊
像
配
置
i
金
堂
を
中
心
と
し

　
　
　
　
　
　
　
て
-

武
田
　
里
美
　
西
淀
川
公
害
-
住
民
運
動
ー

田
辺
　
園
子
　
従
軍
慰
安
婦
問
題
と
差
別

抱
江
　
麻
希
　
日
本
の
称
制
に
関
す
る
一
考
察

近
松
亜
希
子
　
第
二
次
大
戦
下
に
お
け
る
京
都
へ
の
原
子
爆

　
　
　
　
　
　
　
弾
投
下
に
つ
い
て
ー
ウ
ォ
ー
ナ
ー
伝
説
を

　
　
　
　
　
　
　
検
証
す
る
ー
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塚
田
佐
恵
子
　
歴
史
学
に
お
け
る
情
報
化
-
歴
史
研
究

へ
の

　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
の
可
能
性
-

徳
永
　
淳
子
　
平
安
貴
族
の
実
態
-
衣
食
住

生
活
を
通
し

　
　
　
　
　
　
　
て
ー

中
井
　
里
衣
　
明
治
前
期
に
お
け
る
大
阪
の
農
民

中
田
　
　
愛
　
野
球

〃全
国
化
"
の
経
緯
-
学
生
野
球
の
場

　
　
　
　
　
　
　
合
i

中
谷
　
桃
子
　
近
代
日
本
社
会
と
ク
リ
ス
マ
ス
ー
新
聞
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
み
る
ー

中
村

友
香
　
オ
ッ
ペ
ケ
先
生
欧
州
を
行
く
1
川
上
音
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
の
洋
行
体
験
-

永
田
　
優
子
　
行
政
に
と
り
こ
ま
れ
た
近
代
産
婆
-
京
都
の

　
　
　
　
　
　
　
産
婆
学
校
・
産
婆
組
合
よ
り
ー

長
田
由
美
子
　
大
坂
城
城
下
町
発
展
の
構
造
ー
秀
吉
と
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
発
展
を
支
え
た
人
々
と
の
関
わ
り
ー

西
浦
　
真
紀
　
流
刑
ー
八
丈
島
と
流
人
-

西
堀

真
澄
　
連
合
赤
軍
r
死
に
至
る
自
己
批
判
-

西
村
恵
理
子
　
乳
母
の
繁
栄

西
本
　
香
織
　
平
安
初
期
の
後
宮

馬
場
　
絢
子
　
平
安
初
期
の
皇
親
賜
姓
に
関
す
る
考
察
ー
淳

　
　
　
　
　
　
　
和
期
を
中
心
に
ー

平
井
　
祥
子
　
河
井
継
之
助
と
長
岡
藩
i
北
越
戦
争
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
に
-

福
島
　
　
恵
　
　『主
婦
之
友
』
が
描
く
女
性
像
ー
大
正
六
年

　
　
　
　
　
　
　
～

一
五
年
-

福
田
　
潤
子
　
平
安
時
代
中
期
の
婚
姻
形
態
に
つ
い
て

藤
田
真
由
美
　
榎
本
武
揚
の
開
拓
思
想
に
つ
い
て
1
北
海
道

　
　
　
　
　
　
　
開
拓
と
南
洋
・
メ
キ
シ
コ
殖
民
-

本
郷
ゆ
う
子
　
日
本
古
代
の
女
帝
に
つ
い
て

前
田
　
り
さ
　
幕
末
期
に
お
け
る
富
士
出
御
師
の
行
動
ー
蒼

　
　
　
　
　
　
　
龍
隊
の
場
合
ー

増
渕
　
亜
紀
　
享
保
期
の
防
火
政
策
と
江
戸
町
人

の
対
応

　
　
　
　
　
　
　
ー
日
本
橋
坂
本
町
を
中
心
に
1

松
井
菜
穂
子
　
対
立
す
る
南
京
大
虐
殺
論

松
岡

佐
知
　
平
安
朝
の
乳
母

松
田
　
知
子
　
長
屋
王
の
変
の
昌
的

松
原
　
栄
美
　

「紫
式
部
罠
記
」
ー

「斎
院
」
批
判
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
に
ー

松
本
記
小
代
　
京
都
町
奉
行
の
一
与
力
を
通
じ
て
見
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
新
た
な
与
力
像
に
つ
い
て

丸
岡
　
有
希
　
藤
原
百
川
に
関
す
る
考
察

水
谷
　
友
紀
　
近
世
後
期
奈
良
町
に
お
け
る
救
済
政
策
-
川

　
　
　
　
　
　
　
路
聖
謨
奈
良
奉
行
在
任
中
を
中
心
に
ー

南
　
　
晃
子
　
慶
長
遣
欧
使
節
派
遣
の
目
的
i
伊
達
と
幕
府

　
　
　
　
　
　
　
の
考
え
方
の
相
違
を
中
心
に
i

宮
古
　
明
子
　
平
安
時
代
寛
弘
期
の
和
歌
の
興
隆

武
藤
佳
央
理
　
壬
午

・
甲
申
事
変
期
に
お
け
る
日
本
の
朝
鮮

　
　
　
　
　
　
　
政
策

宗
定
　
陽
子
　
備
前
国
に
お
け
る
守
護
赤
松
氏
と
被
官
浦
上

　
　
　
　
　
　
　
氏
の
興
亡
-
浦
上
則
宗
を
中
心
に
1

森
藤
ひ
と
み
　

「ば
さ
ら
」
と

「
か
ぶ
き
者
」
に
つ
い
て

八
島
　
千
枝
　
山
姥
と
は

山
口
　
圭
子
　
中
世
甲
斐
武
田
矯
に
つ
い
て
ー
勝
頼
時
代
の

　
　
　
　
　
　
　
考
察
-

山
品
　
る
み
　
生
類
憐
愍
令

山
中
　
裕
子
　
軍
部
大
臣
現
役
武
嘗
制
-
大
正
二
年
の
改
正

　
　
　
　
　
　
　
と
そ
の
影
響
ー

山
本
　
正
代

北
政
所
の
成
立

渡
邉
　
恵
美
　
九
州
南
北
朝
期
に
お
け
る
征
西
府
の
位
置
づ

　
　
　
　
　
　
　
け

明
石
　
寛
子
　
台
湾
の
近
代
化
ー
後
藤
新
平
の
政
策
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
て
i

井
村
　
千
加
　
大
和
に
お
け
る
廃
仏
毀
釈

武
田
　
明
子
　
斎
王
の
出
自

深
澤
　
文
香
　
幕
末

・
維
新
期
の
甲
斐
国
1
民
衆
に
と
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
の
明
治
維
新
ー

久
保
凶
淑
子
　
日
本
に
お
け
る
聾
教
育
ー
古
河
太
四
郎
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
る
教
育
と
京
都
盲
唖
院
設
立
-

森
本
　
奈
穂
　
渡
来
氏
∵族
・東
漢
民
の
考
察

鈴
木
　
順
子
　
持
統
天
皇
と
そ
の
時
代
-
東
ア
ジ
ア
の
視
点

　
　
　
　
　
　
　
か
ら
み
た
日
本
の
女
帝
-

　
東
洋
史
専
攻

上
利

朗
子
　
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
初
期
皇
位
継
承
問
題

荒
井
　
　
梓
　
　『御
製
大
誥
』
頒
行
に
み
る
朱
元
璋
の
政
治

　
　
　
　
　
　
　
的
意
図

石
川
　
朋
可
　
満
洲
国
建
国
前
夜
の
中
国
人
の
動
向
-
奉
天

　
　
　
　
　
　
　
を
中
心
と
し
て
i

伊
藤
麻
依
子
　
宋
遼
関
係
と
貨
幣
に
つ
い
て
の
考
察

江
崎

真
弓

唐
の
太
宗
と
そ
の
政
治
思
想

小
笹
真
里
子
　
王
安
石
に
対
す
る
評
価
の
変
遷

加
藤
　
友
香
　
東
晋
成
立
期
に
お
け
る
北
来
勢
力
と
江
南
勢

　
　
　
　
　
　

力

木
村
加
代
子
　
明
初
の
官
吏
登
用
欄
度

久
米
佳
世
子
　
鄭
成
功
独
立
政
権
へ
の
軌
跡
i
政
治
的
・
経

　
　
　
　
　
　

済
的
基
盤
を
中
心
に
1

酒
向
　
温
子
　

「坤
輿
万
国
全
図
」
に
お
け
る
世
界
観
ー

　
　
　
　
　
　
　
『海
国
図
志
』
を
通
し
て
ー

仙
田
　
郁
代
　
古
代
中
国
に
お
け
る
科
学
的
天
文
学
の
考
察

　
　
　
　
　
　

ー
キ
ト
ラ
古
墳
の
天
文
図
を
手
が
か
り
と

　
　
　
　
　
　

し
て
1

竹
本
　
慶
子
　
北
宋
漕
運
を
め
ぐ
る
官
民
関
係
に
つ
い
て

谷
口
友
佳
子
　
曹
操
-
そ
の
戦
い
か
ら
み
た
素
顔
ー

津
測
　
智
美
　
古
代
中
国
に
お
け
る
方
士
と
巫
覡
の
性
格
に

　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
の
考
察

西
田
　
彩
子
　
潘
儡
珠
と
潘
圃
槙
ー
二
人
の
初
期
ベ
ト
ナ
ム

　
　
　
　
　
　

民
族
運
動
指
導
者
-

西
山
　
仁
美
　
諸
葛
孔
開
ー
政
治
か
ら
み
た
諸
葛
孔
明
の
人

　
　
　
　
　
　

物
i

馬
場
理
恵
子
　
管
仲
の
思
想
か
ら
み
た
法
思
想
の
考
察
-
法

　
　
　
　
　
　

家
思
想
の
発
展
と
関
連
し
て
1

平
田
　
美
怜
　
ト
ル
コ
経
済
に
お
け
る
エ
タ
テ
ィ
ズ
ム
ー
採

　
　
　
　
　
　

用
と
変
化
-

藤
田
　
智
子
　
則
天
武
后
…
そ
の
恐
怖
政
治
に
つ
い
て
ー

藤
田

令
子

後
漢
の
清
流
派
-
荀
残
を
手
掛
か
り
と
し

　
　
　
　
　
　
　
て
…

本
堂
　
友
子
　
変
化
し
た
牙
人

丸
見

朋
子
　
エ
ジ
プ
ト
・
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
ワ
ー
フ
ィ
デ

　
　
　
　
　
　
　
ィ
ー
ヤ

村
松
　
賢
子
　
北
魏
時
代
に
お
け
る
仏
教
の
発
展
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
て
ー
太
武
帝
廃
仏
事
件
を
中
心
に
-

山
分
弥
衣
子
　
明
清
時
代
黴
州
商
人
の
台
頭
と
そ
の
実
態

　
　
　
　
　
　

i
宗
族
結
合
を
中
心
と
し
て
見
た
-

吉
田
　
久
美
　
琉
臼
関
係
の
原
像
ー
冊
封
体
制
下
の
薩
琉
関
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係
を
中
心
に
1

綿
引
　
福
実
　
唐
代
の
義
邑
と
杜
邑

　

西
洋

史

専

攻

穴
吹
　
彰
子
　
世
紀
転
換
期

の
ア
メ
リ
カ
社
会
と
ベ
ー

ス
ボ

　
　
　

　
　
　
　
ー

ル

有
賀

　
里
美
　
七
月
王
政
期

に
お
け
る

コ
レ
ラ
の
流
行
と
パ

　
　
　

　
　
　
　
リ

の
民
衆

井

川
　
圭
子
　

ハ
ン
ガ
リ
ー
1
8
4
8
年
革
命
と
民
族
主
義

大

西
　
紀
子
　
近
世

ロ
シ
ア
の
僭
称
者

i
偽

ツ
ァ
ー
リ

の
登

　
　
　

　
　
　
　
場
と
そ
の
背
景
-

岡
本

　
明
子
　
イ

タ
リ
ア

・
ル
ネ

サ

ン
ス
i
芸
術
家

の
社
会

　
　
　

　
　
　
　
的
地
位
-

貴
傳
名
暁
子
　

フ
ラ
ン
ス
革
命
下

の
非
キ
リ

ス
ト
教
化
運
動

　
　
　

　
　
　
　
に
つ
い
て

白
濱
　
礼
子
　

エ
リ
ザ
ベ

ス
救
貧
法
と
絶

対
王
政

の
展
開

副

田
　
智
子
　
古
代

エ
ジ
プ

ト
の
王
権
と
宗
教

竹
中
　
千
秋
　

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
ー

ル
ネ

サ

ン

ス
芸

術

の
開

　
　
　

　
　
　
　
花
-

谷
本
　
裕
子
　

イ
ギ

リ
ス
茶
貿
易

の
発
展

中
崎
　
雅
子
　

ナ
チ
ス
の
宣
伝
活
動
と
大
衆

古
海
　
園
子
　
黒
人

の
北
部
移
住
と
文
化
、
生
活

外
薗
　
千
賀
　

ロ
ー

マ
帝
国
に
お
け
る
キ
リ

ス
ト
教
國
教
化

　
　
　

　
　
　
　

へ
の
道

堀
江
加
奈

子
　

1
9
6
4
年
公
民
権
法
と

ア
メ
リ
カ
黒
人

松
本
　
神
奈

　
騎
士
1
そ

の
理
想
と
現
実
-

森
　
美
恵

子
　
流
刑
地

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ

安
居
　
美
穂
　
1
9
2
0
年
代

ア
メ
リ

カ
の
モ
ラ

ル
革
命

矢
幡
　
　
愛

　
十
九
世
紀
後
半
に
お
け

る
ア
メ
リ
カ

・
イ

ン

　
　
　

　
　
　
　
デ

ィ
ア

ン
の
歴
史
と
文
化

一
九
九
九
年
度
　
大
学
文
学
研
究
科

　
史
学
専
攻
講
義
題
目

特
論

　
女
帝
論
Ⅱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
浪
教
授

　
日
本
中
世
史
特
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
本
教
授

※
近
世
大
地
主
制
度
の
成
立
と
展
開

(1
)　
　

中
山
教
授

※
日
本
に
お
け
る
移
民
研
究
の
成
果
と
課
題

　
　

(
1
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
口
助
教
授

※
近
世
武
士
の
行
動
と
思
想
　
　
　
　
　
　
　

柴
田
教
授

　
対
外
観
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　杉
井
講
師

　
京
都
の
文
化
と
芸
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
路
講
師

　
日
本
古
文
書
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
坂
講
師

　
出
土
文
字
資
料
に
よ
る
中
国
古
代

・中
世
史

　
　
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　永
田
教
授

　
中
国
社
会
と

「士
」
階
層
　
　
　
　
　
　
　
　檀
上
教
授

　
元
代
史
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
松
教
授

※
ユ
ー
ラ
シ
ア
民
族
文
化
史
　
　
　
　
　
　
　谷
口
助
教
授

※
バ
ル
ヵ
ン
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
西
文
化
交
流
　
中
村
教
授

※
中
国
古
代

・
中
世
の
罪
と
罰
　
　
　
　
　
　
　
冨
谷
講
師

※
中
国
宋
代
都
城
市
研
究

　
　
1

『清
明
上
河
図
』
の
世
界
-
　
　
　
　
　
木
田
講
師

　
古
代
ギ
リ
シ
ア
世
界
の
成
立
と
周
辺
世
界
　
　
藤
縄
教
授

　
西
洋
近
代
史
特
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
賀
教
授

　
20
世
紀
ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
都
市
　
3
　
　
　
常
松
教
授

※
ド
イ
ツ
に
お
け
る
宗
教
改
革
と
国
家
　
　
　
　
渡
邊
講
師

※
イ
ギ
リ
ス
の
帝
国
と
科
学
　
　
　
　
　
　

川
島
講
師

※
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
衰
亡
史
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(※
は
学
部
共
通
)

一
九

九
九

年
度
　

大
学

院
修

士
論

文

題
目

川
端
佐
和
子
　
豊
臣
政
権
に
お
け
る
奉
行
と
秀
次
事
件

西
村
さ
お
り

平
琉
の
勢
力
基
盤
i
台
頭
過
程
に
お
け
る
寺

　
　
　
　
　
　
　
院
と
の
関
わ
り
1

八
田
　
奈
穂
　
平
安
初
期
侍
従
の
存
在
形
態

松
島
　
典
子
　
中
世
後
期
北
野
社
の
社
内
機
構
に
つ
い
て

一
九

九
九

年
度

　
大

学
院

行
事

四
月
二
八
日
　
歓
送
迎
会

(萬
三
)

七
月
　
七
日
　
プ
レ
中
間
発
表

九
月

一
三
日
　
M
I
研
究
発
表
会

一
一
月
一
七
日
　
中
間
発
表

　
　
　
　
　
　

懇
親
会

(洛
匠
)

研

究

室

だ

よ

り

　
本
年
度

四
月
、

新
し
く
三
人

の
先
生
方
、

中
村

泰

三

教

授
、

柴

田
純
教
授
、

谷

口
淳

一
助
教
授
が
着
任

さ

れ

ま

し

た
。
中
村
教
授

の
ご
専
門
は
、

ロ
シ
ア

・
東

欧
を
中

心
と
し

た
人
文

地
理
学

で
、
歴
史

地
理
学
や
人
文
地
理
学

を
担
当
さ

れ
て

い
ま
す
。
柴
田
教
授

の
ご
専
門

は
日
本

近
世

の
思
想
史

で
、
日
本
史
特
殊
や
演
習
1

・
Ⅱ
を
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。

谷

口
助
教
授

の
ご
専
門
は
、
イ

ス
ラ
ー

ム
時
代

の
西
ア
ジ

ア

史
で
、
東
洋
史
特
殊
や
演
習

1

・
Ⅱ
を
担

当

さ
れ

て

い
ま

す
。
三
人
の
先
生
を

お
迎
え
し
て
、
史
学
科

の
ス
タ

ッ
フ
は

総
勢
十
三
人
に
な
り
ま
し
た
。

　
同
じ
く

こ
の
四
月
か
ら
、
大
学
院
が
改
組
さ
れ
、
新

た
に

博
士
課
程
の

前
期

(
か

つ
て
の
修
士
課
程
)
・
後
期

(従
来

の
い
わ
ゆ
る
博

士
課
程
)
が
発
足

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
博

士
後
期
課
程
に
二
人

の

「新

入
生
」
が
入
学
し
ま
し
た
。
ま

た
、
昨
年
度

か
ら
始
ま

っ
た
大
学
院
博
士
前
期
課
程
の
秋
季

入
学
試
験

に
は
、
久

々
に
十
人
を
越
え

る
受
験
生
が
あ
り
、

九
人
が
合
格
し
ま
し
た
。
従
来
通

り
、
春
季

に
も
入
学
試
験

が
行
わ
れ
、
若

干
名

の
入
学
が
期
待

さ
れ
ま
す
か
ら

(
こ
の

原
稿

は

一
月
末

の
時
点

で
執
筆
し
て

い
ま

す
)
、
大

学
院
学

生

の
研
究
室
は
、
こ
れ
ま

で
に
な

い
大
所
帯

に
な
る

こ
と

で

し
ょ
う
。

　
十
数
年
来
、
稲
本
先
生
を

チ

ュ
ー
タ
ー
に
迎
え
、
佐
藤
文

子

さ
ん

(
現
在
、
本
学
非
常
勤
講
師
)

を
中
心

に
、
大

学
院

研
修
生

・
大
学
院
学
生

に
よ

っ
て
行
わ
れ

て
き
た

「
古
文
書

を
読
む
会
」

の
成
果

の

一
端
が
、
稲
本
紀
昭

・
佐
藤
文
子
編

『
京
都
女
子
大

学
図
書
館
蔵
　
下
鴨
社
家

日
記
1
』

の
題
名

の
も
と
、
京
都
女
子
大
学
研
究
叢
刊
31
と

し
て
出
版
さ
れ
ま

し
た
。
今
後

の
中
世

・
近
世
史
研
究
に
大

い
に
裨
益
す
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
来
年
度
、
史

学
科

は
い
よ
い
よ
創
設
五
〇
周
年
を
迎
え
る

こ
と

に
な
り
ま
す
。
新

ミ
レ
ニ

ア
ム
や
ら
と
違

っ
て
、

こ
れ

は
、
少
な
く
と
も
わ
れ
わ
れ
京
都
女
子
大

学

史

学

科

の
教

員

・
学
生

に
と

っ
て
は
、
意
義
深

い
節

目
で
あ

る
し
、
ま
た

そ
う

な
ら
ね
ば
な
ら
な

い
と
確
信
す
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度

の
学
会
旅

行
は
、
三
月

二
十
二
日
か
ら

二
十
三
日

に
か
け
て
四
国

の
金
刀
比
羅
宮
参
拝

に
出
か
け
る
こ
と

に
な
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っ
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
参
加
者
が
定
員
に
達
し
、
募
集
締

め
切
り
の
報
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
さ
ぞ
賑
や
か
な

旅
行
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　

(常
松
)

学
会
委
員

　

一
九
九
九
年
度
の
学
会
運
営
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
学

会
委
員
は
、
次
の
方
々
で
し
た
。
委
員
長
を
は
じ
め
ほ
と
ん

ど
昨
年
度
の
委
員
が
そ
の
ま
ま
留
任
し
て
、
史
学
会
諸
行
事

の
企
画
か
ら
運
営
ま
で
の
全
般
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
心

よ
り
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

委

員

長
　
西
洋
史
三
回
生
　
松
木
　
志
保

副
委
員
長
　
日
本
史
三
回
生
　
山
崎
い
ず
み

会
　
　
計
　
日
本
史
三
回
生
　
赤
沢
亜
由
美

書
　
　
記
　
日
本
史
三
回
生
　
早
川
　
夕
香

　
　
　
　
　
日
本
史
三
回
生

清

さ
つ
き

　
　
　
　
　
日
本
史
三
回
生
　
松
木
み
ゆ
き

　
　
　
　
　
東
洋
史
二
回
生
　
黒
川
麻
梨
子

　
　
　
　
　
西
洋
史
二
回
生
　
是
澤
　
　
綾

　
　
　
　
　
西
洋
史
二
回
生
　
徳
山
　
真
由

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
生
　
欅
田
　
志
穂

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
生
　
高
橋
美
す
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
生

高
山
　
　
薫

　
　
　

　
編

　

集

　

後

　

記

　

『
史
窓
』
第
五
七
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号

は
、
東
洋

史

の
論
文

二
本
、
日
本
史

五
本
、
史
料
紹
介

一
本
と

い
う
構

成

に
な
り
ま
し
た
。
う

ち
日
本
史

の
四
論
文

は
、　

『
下
鴨
社

家

日
記
』
を
用

い
た
共

同
研
究

の
成
果
で
す
。
西
洋
史

の
論

文
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
の
は
残
念

で
す
が
、
日
本
史

の
論
文

四
本
と
史
料
紹
介
が
、
卒
業
生
、
研
修
生

・
大
学
院
学
生

に

よ

っ
て
書

か
れ

て
い
る

こ
と

は
、

こ
れ
ま
で

の
本
学
大
学
院

の
歴
史

を
よ
く
物
語

っ
て

い
る
と
思

い
ま
す
。
今
後

は
、
大

学
院
博

士
後
期
課
程
が
で
き
た
こ
と

で
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で

以
上
に
大
学
院
学
生

の
執
筆
が
期
待

さ
れ

ま
す
。

　

「
研
究
室
だ

よ
り
」

に
も
書

き
ま
し
た
が
、
来
年
度

は
史

学
科
開
設
五
十

周
年

を
迎
え
ま
す

の
で
、
現
在
、
特
集
号
の

出
版

に
む
け
て
準
備

を
行

っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
京
女

で

教
鞭

を

と

ら

れ

た

先
生
方
、
大
学
院

を
修
了
し
た
諸
先
輩

に
、
執
筆

い
た
だ
く

こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
乞
う
、
ご
期
待

と
予
告
し
て
お
き
ま
す
。
　
　

　
　

　
　
　

　
　

(
坂

口
)

史 窓
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執

筆

者

紹

介

永
田
　
英
正
　
本
学
史
学
科
教
授

檀
上
　
　
寛
　
本
学
史
学
科
教
授

中
山
　
　
清
　
本
学
史
学
科
教
授

岸
　
　
妙
子
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程

岸
本
　
香
織
　
本
学
大
学
院
研
修
者

宇
佐
美
尚
穂
　
本
学
大
学
院
研
修
者

佐
藤
　
文
子
　
大
西
清
右
衛
門
美
術
館
主
任
学
芸
員

竹
村
　
房
子
　
本
学
卒
業
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(掲
載
順
)

史

　
　
窓
　

　
第
57
号

二
〇
〇
〇
年
三
月

十

日
　
印
刷

二
〇
〇
〇
年
三
月
十
五
日
　
発
行

編

集
　

京
都
女

子
大
学
史
学
会

印
刷
所
　

株
式
会
社
鬮
贍
同

　
朋

　
舎

発
行
所
　
　
京
都
女
子
大
学
史
学
研
究
室

　
　
　
　

京
都
市
東
山
区
東
山
七
条

　
　
　
　

躑
(O蓋
)
五
三
一
-
九
一
=
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